
参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ D 15 － 1 － 15

（千円）

【事業概要及び経費の内訳】

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。
※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。
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　当市では、今次震災の経験・教訓を踏まえ、中心市街地（JR宮古駅南側）地区に地
域防災拠点施設を整備する「中心市街地復興拠点施設整備事業（基幹事業）」を進め
ている。
　当該施設は、発災時に災害対策本部が設置され、救援活動や復旧活動の指揮を行う
災害対応、救援・救助活動の中枢となり、避難場所機能も有する災害対応の拠点施設
である。
　発災時には災害対応車両がこの拠点施設に集結することとなるが、今次震災時に往
来車両の増加、集中により、激しい交通渋滞が発生したことを踏まえ、発災時におけ
る当該施設への安全で確実な交通の確保が必要となっている。
　本事業は、現在その道路線形や狭い幅員によって緊急車両などの通行に支障を来し
ている「市道八幡沖鉄道踏切線」を改良し、災害対応車両の通行を可能にすることに
より、発災時における安全で確実な交通を確保しようとするものである。
　これにより円滑な災害対応が可能となり、基幹事業である防災拠点施設の機能をよ
り高め、その効果を促進するものである。
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市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

(43)復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 市道八幡沖鉄道踏切線道路改良整備事業


